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衛星レーザ測距による地球重力場低次項の決定
Determination of earth gravity field from SLR analysis
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現在開発中の宇宙測地技術解析ソフトウェア c5++ (Otsubo, et al, JPGU, 2011)に，地球重力場を推定する機能を追加し，
試験解析を行った．衛星レーザ測距 (SLR)データは地球重力場の受けるが，SLR衛星によってその度合いは異なってく
る．地球基準座標系や地球回転パラメータに対しては，２つの LAGEOS衛星がもっぱら用いられるが，地球重力場に対
しては，あじさい・STARLETTE・STELLAといった低軌道の SLR衛星も有用であり，複数の衛星を組み合わせること
が効果的である．J2以下，次数・位数２～３程度までの球面調和関数の係数について，その長期的・周期的変動を紹介
する．
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